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Nodタンパク質は、ヌクレオチド結合性多量体化ドメイン（NOD）をもち、ヒトから

植物まで保存された生体防御機構の一環を担う。このうちNod1,Nod2は炎症系

転写調節因子NF-kB等の活性化を介して細菌のペプチドグリカン関連小分子に対

する宿主の応答反応に必須の役割を果たす。Nod2やcryopyrinなどのNodタン

パク質の多型変異はクローン病、家族性寒冷蕁麻疹などのヒト自己炎症性疾患な

どの罹患と関わる一方、Nod1やNod2遺伝子の多型の場合、さらにぜんそくなど

のアレルギー性疾患との関連が示唆されている。従って、Nodタンパク質は細菌

からの感染防御だけではなくこうした炎症性・アレルギー疾患の罹患性上昇という

近年我々が経験している問題を解くための突破口となるのかもしれない。考えられ

るNodタンパク質の機能と疾患発症の関連を考察・議論したい。
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